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語り継ぐこの国のかたち 

半藤一利（はんどう・かずとし）著／10月 19日発売 

 

半藤一利先生最新刊！宮崎駿氏推薦。 

ロングセラー『昭和史』の碩学が書き上げた、歴史に残された未来への手がかり。 

 

大和書房は、半藤一利氏の最新刊『語り継ぐこの国のかたち』を 10月 19日に発売することをお知らせします。 

 

 

［平成が終わりを告げる今、あらためて注目される歴史の教訓］ 

新元号への移行を 2019年 5月にひかえ、今の日本につづく原点とも 

いえる明治や昭和といった時代が、これまでなじみのなかった新世代 

から、あらためて注目されています。 

 

著者の半藤氏は、二度の映画化を経た『日本でいちばん長い日』や、 

シリーズ累計 75万部を超える『昭和史 1926-1945』（平凡社）などを 

はじめ、八十冊以上の著作を記している昭和史研究の第一人者。 

徹底した取材にもとづく深い分析と、軽快な語り口による読みやすさを

あわせ持った著書は、これから日本の近現代史を学びたいと思ってい

る読者のニーズに的確に応えるもので、広い世代から絶大な支持を集

めており、ベストセラーを数多く刊行しています。 

 

 

［著者の長年にわたる「この国のあり方」についての思索を一冊に凝縮した集大成！］ 

本作は、著者の長年にわたる「この国のあり方」についての考えを凝縮した、集大成ともいえる一冊。 

第一部では、戊辰戦争から無謀な太平洋戦争に至るまで、争いをくり返したこの国の失敗の系譜をたどります。 

第二部では、明治維新から平成に連なる激動の時代のなかで、ひたむきに生き抜いた先人たちの姿を活写し、

歴史上にのこされた、新たな時代をむかえる私たちのための手がかりをさぐります。 

近代日本の成り立ちの原点から、今につながるこの国の光と影の「かたち」を知り、未来にいきる教訓を得ること

ができるこの本は、ぜひ一人でも多くの人に読んでいただきたい内容です。 

表紙画像データや見本のご送付、本書の内容をもとにした記事や特集、著者の番組出演や取材依頼などお問い合わせください 

 



[目次] 

第一部 この国に戦争が遺したもの 

・日本のノー・リターン・ポイント――明治からたどる歴史の転換点 

・戦争のなかの天皇――明治天皇の御製にみる日露戦争 

・過ちがくりかえされる構造――ノモンハン事件と日本的思考 

・日本を暴走させた人たち――参謀から考える日本軍「失敗の本質」 

・わたくしの八月十五日――終戦の記憶と平和への祈り 

・戦争で死ぬということ――戦死者をどう追悼すべきか 

 

第二部 この国の未来に伝えたいこと 

・信念をつらぬく覚悟を――陸奥宗光と外交の神髄 

・正しいことを言う勇気――石橋湛山が思い描いた未来図 

・言論の自由をいかに守るか――権力とメディアの日本史 

・知識人の役目――小泉信三と戦後日本の精神 

・語り継ぐこの国のかたち――司馬遼太郎の遺言 

・日本の原風景をなくさない――宮崎駿の世界に寄せて 

・新たな時代をどう生きるか――答えは歴史のなかに 

 

「国体」について――あとがきに代えて 

 

 [この本の主眼] 

●この国の本質とは何か                           ●明治維新の何が問題だったのか 

●日本人はどう変わり、どう変わらなかったのか      ●日本人が繰り返しがちな失敗の典型とは               

●日本型組織・人事の根本的問題とは               ●戦争の惨禍に学ぶ日本型リーダーの欠点                              

●戦死者をどう追悼すべきか                  ●戦争の記憶をどう引き継ぐか                   

●戦争への道を歩まないためにできることとは       ●「右向け右」のポピュリズムに流されないためには                       

●言論の自由をいかに守るか                       ●知識人に求められる役目とは              

●大切にすべき日本の原風景                 ●新しい時代における憲法の価値とは   

●ロシアやアメリカなどの大国と日本はどう向き合っていけばよいのか 
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上成美／秋山真之／石原莞爾／武藤章／石川信吾／鈴木貫太郎／陸奥宗光／石橋湛山／小泉信三／福沢

諭吉／宮崎駿 
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［著者プロフィール］ 

半藤一利（はんどう・かずとし） 

１９３０年、東京・向島生まれ。東京大学文学部卒業後、文藝春秋に入社。「週刊文春」「文藝春秋」編集長、専務取締

役などを経て、作家となる。歴史探偵を自称する。１９９３年、『漱石先生ぞな、もし』（文藝春秋）で新田次郎文学賞、１

９９９年に『ノモンハンの夏』（文藝春秋）で山本七平賞、２００６年に『昭和史 1926-1945』『昭和史 戦後篇 1945-1989』

（平凡社）で毎日出版文化賞特別賞を受賞。２０１５年、菊池寛賞を受賞。その他の著書に『決定版 日本のいちばん

長い日』『あの戦争と日本人』（文藝春秋）、『幕末史』（新潮社）、『世界史のなかの昭和史』（平凡社）、『歴史と戦争』

『歴史と人生』（幻冬舎）など多数。 
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[本リリースに関するお問い合わせ先] ※取材依頼などお気軽にご相談ください 

大和書房 編集部  

〒112-0014東京都文京区関口 1-33-4 

TEL：03-3203-4599 

FAX：03-3205-2339 
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